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 各地本委員長殿 

 

私たちの街を再生するためにも、 

一日も早い鉄道の復旧を！ 
 

 ４月２日、本部・吉川書記長はじめ上信越の仲間たちが宮古地区に入りました。 

組合員は自らも被災しているにも関わらず、分会に常駐し、毎日組合員宅の清掃や物資輸

送、さらにボランティアセンターを通じての活動を行っています。 

組合員は、両親まで社宅に入れて本当に良かったことや一日も早く鉄道を復旧させてい

きたいという思いを語ってくれました。 

いま大切なことは、被災地のなかにある職場で働くことによって、組合員自身と家族、

そして街の方々に元気を取り戻してもらうことです。今後、盛岡地本は鉄道労働者が中心

になって、仲間の命を守り抜き、鉄道と街の復興を目指して、支援している秋田地本・上

信越の仲間たちと力をあわせ、避難所への「炊き出し」など行う予定です。 

 

  

                        東日本旅客鉄道労働組合 中央本部 

陸中山田駅は地震・津波

そして火災により大き

な被害を受けた。 

一日も早く復旧させよ

う！ 


